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この桜を未来へ
予算審査特別委員会　注目の 7 つの事業
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議
長
に 

青
木 

義
勝
議
員
が

　
　
副
議
長
に
は 

河
野 

伊
津
美
議
員

令和８年
第２回

臨時会

河野　伊津美副議長 青木　義勝議長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
臨
時
会
が
、
４
月
15
日
に
招
集
さ
れ
ま

し
た
。

　
案
件
３
件
等
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
の
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

泉
谷
　
健
司 

氏
（
馬
見
北
６
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
任
期
）
令
和
８
年
４
月
26
日
か
ら
３
年

町
監
査
委
員
の
選
任

町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会
議
員
か
ら

谷
　
禎
一 

議
員
（
馬
見
北
９
）
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長
　
小
西
　
栄
枝

副
委
員
長
　
吉
川
　
司

委
　
　
員
　
八
尾
　
春
雄

委
　
　
員
　
谷
内
　
和
昭

委
　
　
員
　
坂
口
　
友
良

委
　
　
員
　
谷
　
禎
一

※
審
議
内
容
の
一
部
は
、
１
３
４
号
で
も
紹

介
し
ま
す
。

た
に

よ
し
か
ず

い
ず
た
に

け
ん
じ

平
素
よ
り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

『
議
会
の
土
日
開
催
』
と
『
議
会
基
本
条
例

の
見
直
し
』
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
議
会
に
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委　員 委　員 委　員

委　員 委　員

常任委員会構成決まる
一定部門の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行うために、総務文教委員会と厚生建設委員会
の常任委員会があります。また、議会を円滑にするために、議会運営委員会が設置されております。

河野　伊津美八尾　春雄

岡本　晃隆 坂口　友良坂野　佳宏

総
務
文
教
委
員
会

〈
主
な
所
管
事
項
〉

行
政
一
般
、財
政
及
び
他
の
委
員
会
に
属

さ
な
い
事
項
を
審
査

委　員 委　員 委　員

委　員 委　員

厚
生
建
設
委
員
会

〈
主
な
所
管
事
項
〉

社
会
福
祉
、保
健
衛
生
、労
働
そ
の
他
厚
生

一
般
に
関
す
る
事
項
及
び
土
木
、耕
地
、都

市
計
画
そ
の
他
建
設
一
般
に
関
す
る
事
項

及
び
商
工
、観
光
、上
下
水
道
事
業
に
関
す

る
事
項
を
審
査

吉川　司笹井　由明

青木　義勝 谷　禎一山田　美津代

副委員長

委員長
吉村　眞弓美

小西　栄枝

副委員長

委員長
小原　薫

谷内　和昭

ひと目でわかる 令和8年度 広陵町予算

令和8年度予算・注目の事業

 一般会計 

168億1,000万円
（3.1% 増）

 医療と給食の予算 

11.6%の大幅増
後期高齢者医療と学校給食の�
特別会計が、全項目で最大の�

伸び率を記録。

令和8年度
予算総額

266億 578万 5,000円
（前年度比 4.0% 増）

 墓地事業 

17%の予算縮小
他の全項目が増加する中、�
唯一予算額が減少しています。

 介護保険予算 

6.5%の増加
高齢化への対応を反映し、�
介護保険特別会計も 31億�

円規模へ拡大。

 下水道事業 

約9%の予算拡大
収益的支出を中心に、インフラ�
維持管理への注力が見て取れます。

桜の危機！外来種カミキリを撃退
特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」は非
常に繁殖力が強く、桜などのバラ科樹木を食
い荒らし枯死させる。1匹の成虫が200 〜
1,000 個もの卵を産むため、非常に繁殖力
が強く、1本でも被害木を放置すると爆発的
に被害が拡大してしまう。
本事業は町の樹木や生態系を守り、倒木の危
険を防ぐため、令和8年度に3,622万4千
円の予算を計上し、町内根絶を目指す3ヶ年
計画（令和７年から令和９年）で防除を実施
するものである。
防除策として以下の2点を行っている。

①�樹幹注入：約 2 年薬効が続き、コストパ
フォーマンスに優れる薬剤の注入。 

②�伐倒：成虫になる前に木を伐採して処分。（被
害木の処理先確保が課題）

質問：�私有地の桜への対応は？
回答：�防除は原則、公共施設のみですが、現地での助

言や指導を行う。
質問：�自治会等の管理地への支援は？ 
回答：�地元で作業できるよう、薬剤の現物支給とレク

チャーを検討中。

 予算審査特別委員　�委員長：坂野 佳宏　副委員長：岡本 晃隆　�
委員：坂口 友良 /笹井 由明 / 青木 義勝 /山田 美津代 / 吉村 眞弓美

クビアカ クビアカ 
ツヤカミキリ ツヤカミキリ 

防除事業防除事業

３,６２２３,６２２万万 4,0004,000円円
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安全対策を万全に！！
令和8年４月から、旧真美二小付属幼稚園を
３～５歳児のこども園として、旧真美北保育
園を０～２歳児の乳児用こども園として運営
を行う中で、以前から指摘のあった雨漏りや
施設老朽化に関する工事を３～５歳児がいな
くなった空き教室から、０～２歳児の保育と
並行して、それらの工事を行っていくための
工事費と工事監理委託料。
令和７年度に設計済み。
※工事監理とは、対象の工事が設計書や仕様
書に基づき、正しく行われているかを確認・
監理する業務。

質問：�改修工事と乳児保育との並行実施ということで
間違いないか。

回答：�間違いない。工事の影響がない教室で、乳児保
育を行う。

不登校支援に新たな一歩
学校に通うことが難しい児童生徒の居場所や
多様な学びの場を保障し、保護者の経済的負
担を軽減するため、令和8年度からフリース
クール等利用料助成事業を実施する。
対象は、町立小中学校又は本町の住民基本
台帳に記録されている町立以外の小中学校に
在籍する児童生徒で、町が認定するフリース
クール等に定期的に通う不登校児童生徒とす
る。
利用料の2 分の1、月額上限 2万円を助成
する。支援により孤立やひきこもりを防ぎ、
将来の進路選択の拡大につなげる。

質問：�フリースクールの認定基準は。
回答：�要綱を定め、子どもをケアするために協力でき

るフリースクールを認定する形を想定。助成対
象となるフリースクール名を公表する。

情報提供に問題はないか
自衛官募集事務の内容については、自衛隊法
施行令（第114 条〜第120 条）でそれぞれ
定められている。
また、地方自治法（第2条）及び地方自治法
施行令（第1条）並びに自衛隊法施行令（第
162条）により、自衛官募集事務を「第1号
法定受託事務」と定め、国に代わり県及び市
町村がすべき事務となっている。
こうした法的根拠のもと、広陵町では次のよ
うな取組を行っている。

• 広報・広告による自衛官の募集
• �町役場庁舎内掲示板に自衛官募集ポスター
の掲示
• 上記のほか、法令に基づく事務

質問：�この事業は、１８歳と２２歳の若者名簿４情報（氏
名・住所・性別・生年月日）を自衛隊に提供する
ためのものか。本人や家族の了解もないのに、
問題がある。

回答：�令和３年２月の閣議決定で「自衛隊への情報提
供は、住民基本台帳法上、特段の問題を生ずる
ものではない」とされたことにより本町では自
衛隊に情報提供しており今後も継続する。

リレーセンターの跡地は
現施設の操業停止後における協定において、
ごみ処理町民会議からの提言書受理から3
年以内に跡地利用を決定しなければならない
ことから、令和 9 年 3月20日までが期限
であるため、利用の可能性を模索し、公民連
携及び住民参画によって基本方針を策定し、
住民及び行政にとって有用な施設となること
を目指す。
また、令和7年度はアンケート及び町民ワー
クショップを実施し、今後、学識経験者を含
む「リレーセンター広陵跡地利活用基本方針
検討会議」で決定していく。

質問：�公園整備なら、防災意識を高める考えは。
回答：�猛暑対策として屋内活動ができる施設設置の要

望があり、都市公園として、防災機能を有した
遊具等の設置についても検討会議の中で議論し
ていく。

学校の夏が変わる！安心の涼しさ
小中学校空調新設・改修事業は、小中学校の
体育館への空調新設および校舎の老朽化した
空調の更新を行う事業。
近年の猛暑による熱中症リスクを軽減し、災
害時の避難所環境の向上も目的としている。
空調効果を高めるため、可能な限り断熱対策
も併せて講じる。
また、国の交付金や地方債の活用により、実
質的な町の費用負担を25%に抑える。
令和8年度に設計と体育館の空調設置、令和
9年度に校舎の空調更新を完了する予定であ
る。

質問：小学校は電気、中学校はガス？ 
回答：�安価な電気と停電対応のガスでリスク分散する。
質問：老朽化体育館で大丈夫？
回答：�安全性に支障なく空調の耐用年数から無駄にな

らない。

真美北保育園 真美北保育園 
改修工事改修工事

9,6409,640万万9,0009,000円円

リレーセンター リレーセンター 
広陵跡地利活用 広陵跡地利活用 
基本方針策定 基本方針策定 

支援業務委託料支援業務委託料

528528万円万円

自衛官募集 自衛官募集 
事務委託金事務委託金

44万万4,0004,000円円

重層的支援体制整備事業とは
重層的支援体制整備事業は、複合化、または
複雑化した課題を横断的に解決するために、
多数の部署にまたがることとなる。
従来の国からの補助金を交付金として一括交
付されることになり、支援制度の狭間にある
方※を適切な支援につなげられるようにするこ
とができる。
※�障がい者手帳を持っていないけど疾患があ
る方。�
生活困窮しているけど、生活保護受給対象
とはなっていない方。質問：�重層的支援体制は、町民にとってどういうメリッ

トがあるのか。
回答：�支援制度の狭間にある方を支援に繋げられるよ

うに、部署の横断的連携ができるよう体制の整
備ができる。

重層的支援体制 重層的支援体制 
整備事業整備事業

1,3151,315万万6,0006,000円円

▲�令和9年秋　町営フリースクール開設予定　西幼稚園跡地

フリースクール等 フリースクール等 
利用料助成事業利用料助成事業

240240万円万円

小中学校空調新設・小中学校空調新設・
改修事業改修事業

33億億4,7304,730万円万円
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基調報告：３つのテーマで行いました。それぞれの動画はQRコードからご覧いただけます。

今回の報告会は、基調報告の動画を放映し、
常任委員会ごとに懇談する形態をとり、
町政等への、ご意見ご要望をいただきました。

総務文教委員会 厚生建設委員会

①給食費無償化について ②中央公民館再整備事業
これまで～現況～今後について

日時：令和 8年2月6日㈮　13:30 ～15:30
場所：さわやかホール４階　大会議室
懇談団体：広陵町 PTA 連絡協議会のみなさま

いただいた、ご意見＆ご要望 (抜粋 )

①担任長期不在への対応と、子どもたちへのケア

②放課後子ども育成教室については、
　　・猛暑時の外遊びの確保
　　・室内遊び時のストレス緩和
　　・新規開設の時期
　　・使用教室の固定化

③給食関係では、残食率と栄養と家庭での食育につ
いてと牛乳パック直飲みについて

④部活動地域移行により、活動の場がどうなるのか、
指導体制や安全管理への不安

いただいた、ご意見＆ご要望 (抜粋 )

①障害基礎年金と工賃だけでは、生活費がまかなえ
ず、自立が困難。

②高齢・障害など分野をまたぐ課題に対し、一箇所
で対応できる窓口を作って欲しい。

③相談対象者の増加により、専門職が不足している。
1人で抱えるケース数が限界に近い。

④体育館使用が有料となり、利用者の運動機会確保
が困難。無料に出来ないか。

⑤事業所へごみ処分を依頼しているが、高額な費用
が経営を圧迫している。家庭ごみとして持ち込み可能
にしてほしい。

これらのご意見は、３月議会一般質問で、それ
ぞれ取り上げ、その他のご意見は、担当者に確
認し、内容は、懇談団体と共有いたしました。

いただいたご意見は、３月議会一般質問で取り
上げ、担当課と共有しました。課題には、議会
も今後一緒に取り組んでまいります。

日時：令和 8年2月16日㈪　13:00 ～15:00
場所：さわやかホール４階　中会議室
懇談団体：リバティほっかつ、ひまわり学園、
　　　　　ふわら、つくし野会、千の恵の代表者さま

③リレーセンター広陵の
近況と今後の動向について

議会報告会を
開催しました

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
お
仕
事
で
す
か
。

Ａ　

靴
下
の
編
み
立
て
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
の
編
み
機
が
主
流
で
、
以

前
よ
り
複
雑
な
柄
や
機
能
性
の
高
い

靴
下
も
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
設
備
投
資
の
負
担
は
あ
り
ま
す

が
、
工
程
の
短
縮
や
生
産
性
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

業
界
の
課
題
は
。

Ａ　

事
業
所
や
外
注
先
の
高
齢
化
が

進
み
、
若
い
世
代
が
少
な
い
こ
と
で

す
。
技
術
を
受
け
継
ぐ
人
材
不
足
が

大
き
な
課
題
で
す
。
ま
た
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
安
価
な
製
品
が
増

え
、
国
内
生
産
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

仕
事
の
や
り
が
い
は
。

Ａ　

国
内
生
産
の
強
み
は
品
質
へ
の

こ
だ
わ
り
で
す
。
履
き
心
地
や
丈
夫

さ
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、「
ま
た

買
い
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
時

は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ

が
次
の
商
品
づ
く
り
へ
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

町
や
議
会
へ
の
思
い
を
。

Ａ　

広
陵
町
は
奈
良
県
、
そ
し
て
日

本
で
も
有
数
の
靴
下
産
地
で
す
。
こ

の
強
み
を
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
ま
た
設
備
投
資
や
電

気
代
な
ど
製
造
環
境
へ
の
支
援
が
続

け
ば
、
産
地
の
力
に
も
な
り
ま
す
。

地
場
産
業
の
靴
下
づ
く
り
が
次
の
世

代
に
も
続
く
よ
う
、
地
域
と
と
も
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広陵町靴下組合長
株式会社野瀬ソッ

クシステム

野瀬幸司さん
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ま
ち
を
支
え
る

働
く
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コンピューター制御の編み機で靴下を生産

高品質な靴下づくりを支える多彩な糸のストック

01

品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
広
陵
町
産
の
靴
下
を

こ
れ
か
ら
も
作
り
続
け
た
い

広陵町は日本一の靴下生産地です。
長年靴下づくりに携わり、広陵町靴下工業
組合長も務める野瀬さんに、仕事のやり
がいや業界の現状についてお話を伺いまし
た。



広陵町議会だより　133 号 広陵町議会だより　133 号

令和 8 年第 1回臨時会（令和 8 年 2 月 6 日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第１号 広陵町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部
を改正することについて

人事院勧告に準じ、議員の期末手当を 0.05 月分引き上げ、令和 8
年度以降は支給月数を平準化する改正。

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部を改正することについて

一般職給与条例の改正に伴う引用条項の整理を行うための文言改正
であり、実質的な給与額の変更はない。

議案第３号 教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る条例の一部を改正することについて

教育長の給与に関し、一般職給与条例の改正に伴う引用条項の整理
を行うための文言改正。

議案第４号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
ることについて

人事院勧告に基づき、一般職の給料表の引き上げ、期末・勤勉手当の
増額、通勤手当の上限改定等を行う。

議案第５号 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を
改正することについて

人事院勧告に基づき、任期付職員の給料月額の引き上げおよび期末・
勤勉手当の支給率を改定する。

議案第６号 広陵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正することについて

一般職の給与改定に準じ、会計年度任用職員の給料表を引き上げ改
定し、待遇改善を図る。

議案第７号 令和７年度広陵町一般会計補正予算（第１２号） 道路整備事業の減額や人件費の増減により、歳入歳出 1 億 523 万
9,000 円を減額し、総額を181 億 740 万 1,000 円とする補正。

議案第８号 馬見川調整池整備工事（５工区）に係る請負契約
の変更について

特殊重機の調達遅延に伴い、馬見川調整池整備工事の工期を令和 8
年 3 月 31日まで約 1ヶ月延長する契約変更。

議案第９号
広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活
用等に関する協定書に係る古寺区との変更協定に
ついて

清掃施設停止後の中継施設活用に関し、古寺区への環境整備費を従
来の 30％に減額する等の協定変更。

議案第１０号
広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活
用等に関する協定書に係る中区との変更協定につ
いて

清掃施設停止後の中継施設活用に関し、中区への環境整備費を従来
の 30％に減額する等の協定変更。

議案第１１号
広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活
用等に関する協定書に係る広瀬区との変更協定に
ついて

清掃施設停止後の中継施設活用に関し、広瀬区への環境整備費を従
来の 30％に減額する等の協定変更。

議案第１２号
広陵町新清掃施設操業停止後における中継施設活
用等に関する協定書に係る百済区との変更協定に
ついて

清掃施設停止後の中継施設活用に関し、百済区への環境整備費を従
来の 30％に減額する等の協定変更。

令和 8 年第 1回定例会（令和 8 年 3 月 5 日～ 3 月２5 日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

報告第１号 令和７年度広陵町一般会計補正予算（第１１号）の
専決処分の報告について

衆議院解散総選挙の実施に伴い、選挙事務や投開票にかかる経費
1,794 万９,000 円を追加した専決処分の承認。

報告第２号 令和８年度広陵町土地開発公社事業計画及び予算
の報告について

箸尾工業団地関連道路（中南線）のアンダーパス改良工事に伴う、用
地取得や修繕工事等の事業計画と予算の報告。

議案第１３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

任期満了に伴う委員の交代。新たに野出佳代氏を人権擁護委員として
推薦することへの意見を求める。

議案第１４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ
て

任期満了に伴う委員の交代。新たに吉岡功氏を人権擁護委員として推
薦することへの意見を求める。

議案第１５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

任期満了となる内田里馨子氏を、引き続き人権擁護委員として推薦す
ることへの意見を求める。

議案第１６号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

任期満了に伴う委員の交代。新たに生嶋文子氏を人権擁護委員として
推薦することへの意見を求める。

議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要

議案第１７号 教育委 員 会 の 委 員の 任命につき同意を求める 
ことについて

任期満了に伴う委員の後任として、新たに辻博暢氏を任命することに
ついて議会の同意を求める。

議案第１８号 広陵町自治基本条例の一部を改正することについ
て

デジタル関連法の整備による個人情報保護条例廃止に伴い、引用条
項の整理など所要の文言改正を行う。

議案第１９号 広陵町情報公開条例の一部を改正することについ
て

意思形成過程情報の開示や、出資法人・指定管理者の文書開示努力
義務などを規定し、透明性を高める。

議案第２０号 広陵町国民健康保険税条例の一部を改正すること
について

子ども・子育て支援金制度創設に伴う課税限度額の引き上げ（総額
112 万円へ）等の改正を行う。

議案第２１号
広陵町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正することに
ついて

放課後児童支援員の研修修了要件に関する経過措置を、実情に合わ
せ「当分の間」に改める等の見直し。

議案第２２号 広陵町介護保険条例の一部を改正することについ
て

国の税制改正（給与所得控除引上げ）による保険料収入減や等級変
動を防ぐため、算定特例措置を設ける。

議案第２３号 広陵町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
することについて

国の政令改正に伴い、消防団員の公務災害補償基礎額や扶養親族加
算額を引き上げ、補償を充実させる。

議案第２４号 令和７年度広陵町一般会計補正予算（第１３号） 年度末の事業費確定や不用額整理を行い、歳入歳出を約 4 億 5,376
万 5,000 万円減額。基金積立や繰越明許費も設定。

議案第２５号 令和７年度広陵町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

システム改修の年度またぎや給付費確定に伴い、歳入歳出を 602
万３,000 円減額補正する。

議案第２６号 令和８年度広陵町一般会計予算

令和８年度各会計予算
（特集は、3 ～ 5 ページ）

議案第２７号 令和８年度広陵町国民健康保険特別会計予算

議案第２８号 令和８年度広陵町後期高齢者医療特別会計予算

議案第２９号 令和８年度広陵町介護保険特別会計予算

議案第３０号 令和８年度広陵町墓地事業特別会計予算

議案第３１号 令和８年度広陵町学校給食特別会計予算

議案第３２号 令和８年度広陵町下水道事業会計予算

議案第３３号 第５次広陵町総合計画中期基本計画を定めること
について

令和 47(2065) 年まで人口 3 万人維持を目指し、民間交番やライド
シェア検討など令和 8 〜11 年度の重点施策を策定する。

議案第３４号 広陵町こども計画を定めることについて こども基本法に基づき、若者支援や貧困対策も含めた「こどもまんな
か社会」実現のための計画を策定。

議案第３５号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

任期満了に伴う委員の交代。新たに大西潤一氏を人権擁護委員として
推薦することへの意見を求める。

議員提出
議案第１号 予算審査特別委員会設置に関する決議について 令和 8 年度の当初予算を審査する特別委員会の設置決議。

議員提出
議案第２号

最高裁判決に基づき、全ての生活保護利用者に対
する速やかな被害回復措置を求める意見書につい
て

最高裁判決に基づく全生活保護者の被害回復措置を求める意見書。
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広陵町議会だより　133 号 広陵町議会だより　133 号

令和 8 年 第 1回臨時会　議案採決状況一覧 (○賛成 ,×反対 )
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案

河
野
伊
津
美

八
尾　

春
雄

谷
内　

和
昭

小
原　

薫

坂
口　

友
良

吉
川　

司

岡
本　

晃
隆

小
西　

栄
枝

笹
井　

由
明

谷　

禎
一

坂
野　

佳
宏

青
木　

義
勝

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

議決結果

議案第1号�
( 議員報酬の改正について ) ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ × ○ 原案可決

令和 8 年 3 月定例会　議案採決状況一覧 (○賛成 ,×反対 )
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案

河
野
伊
津
美

八
尾　

春
雄

谷
内　

和
昭

小
原　

薫

坂
口　

友
良

吉
川　

司

岡
本　

晃
隆

小
西　

栄
枝

笹
井　

由
明

谷　

禎
一

坂
野　

佳
宏

青
木　

義
勝

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

議決結果

議案第２０号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ × ○ 原案可決

議案第２１号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議案第２６号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議案第２７号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議案第２８号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議案第２９号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

議員提出議案第２号 × ○ ○ × ○ × × × × × × ○ ○ 否　　　決

議
案
第
２０
号

広
陵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い

て反 対

国
保
会
計
の
仕
組
み
を
使
っ
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
費
用

を
ま
か
な
う
仕
組
み
が
そ
も
そ
も
間
違
っ
て
い
る
。
百
歩
譲
っ

て
、
仕
組
み
に
問
題
が
な
い
な
ら
、
奈
良
県
国
保
に
は
40
億
円

の
基
金
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。
取
り
崩
す
検
討
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

賛 成

本
条
例
改
正
は
、
国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
対

応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
保
会
計
の
基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
ず
安
定
財
源
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
制
度
運
営
と
将
来
世
代
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
か
ら
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
２１
号

広
陵
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

反 対

２
年
の
間
に
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
研
修
を
受
け
る
の
で

は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
が
不
安
。

し
っ
か
り
と
研
修
を
受
け
て
か
ら
、
従
事
す
べ
き
で
あ
る
。

賛 成

利
用
希
望
者
が
増
え
続
け
る
中
、
子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所

を
確
保
す
る
た
め
、
支
援
員
の
資
格
要
件
の
経
過
措
置
を
柔
軟

化
し
、
人
材
を
確
保
す
る
内
容
で
あ
る
。
日
常
的
な
研
修
で
質

の
担
保
を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
な
資
格
取
得
を
促
す
仕
組
み
は
、

急
増
す
る
需
要
へ
の
現
実
的
な
対
応
で
あ
り
、
町
の
子
育
て
環

境
を
支
え
る
た
め
妥
当
な
措
置
と
判
断
し
、
本
議
案
に
賛
成
と

す
る
。

議
案
第
２６
号

令
和
８
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
予
算

反 対

①
自
衛
隊
へ
の
18
歳
と
22
歳
の
個
人
情
報
を
紙
で
渡
し
て
い
く

こ
と
は
、
町
の
子
ど
も
た
ち
を
戦
争
に
巻
き
込
ま
せ
る
こ
と
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

②
中
央
公
民
館
建
て
替
え
へ
の
方
針
が
示
さ
れ
な
い
。

③
住
む
の
に
危
険
な
町
営
住
宅
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
な
い
。

物
価
高
騰
な
ど
で
低
所
得
者
が
増
え
て
、
そ
の
層
が
住
め
る
低

廉
で
安
心
し
て
住
め
る
住
宅
の
、
自
治
体
と
し
て
の
責
務
を
果

た
し
て
い
な
い
。

賛 成

町
長
就
任
初
の
本
年
度
予
算
は
、「
住
民
対
話
で
、
明
日
を

つ
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
、経
済
・

物
価
動
向
等
を
適
切
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
小
・

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
地
域
経
済
活
性
化
を
始
め
と
す
る

公
約
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
未
来
へ
の
希
望
を
目
指

す
上
で
、
極
め
て
戦
略
的
か
つ
積
極
的
予
算
で
あ
り
、
大
い
に

評
価
し
、
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
２７
号

令
和
８
年
度
広
陵
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

反 対

被
保
険
者
証
の
発
行
を
止
め
て
い
る
が
、
任
意
の
マ
イ
ナ
保

険
証
を
強
制
と
取
り
違
え
て
い
な
い
か
。
国
保
の
県
単
位
化
に

よ
っ
て
、
独
自
の
申
請
減
免
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
住
民
の
願
い
は
、
払
え

る
国
保
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
国
の
負
担
割
合
引
き

上
げ
を
求
め
る
。

賛 成

18
歳
以
下
の
支
援
金
均
等
割
の
全
額
免
除
に
よ
る
子
育
て
世

帯
へ
の
負
担
軽
減
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
予
防
医
療
な
ど
健
康

増
進
を
通
じ
た
医
療
費
適
正
化
に
よ
り
、
制
度
の
安
定
運
営
と

町
民
の
健
康
保
持
を
両
立
す
る
本
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
案
第
２8
号

令
和
８
年
度
広
陵
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反 対

高
齢
者
に
差
別
と
負
担
増
を
押
し
付
け
る
こ
の
制
度
は
廃
止

が
相
当
で
あ
る
。
制
度
導
入
以
来
２
年
ご
と
に
掛
け
金
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
と
し
て
負
担
な
し
で
き

た
人
が
、
75
歳
に
な
る
と
急
に
負
担
が
発
生
す
る
。
長
寿
を
祝

う
我
が
国
の
習
慣
に
も
反
し
て
い
る
。

賛 成

私
も
後
期
高
齢
者
で
医
療
広
域
連
合
議
員
で
あ
る
の
で
保
険

料
負
担
は
少
な
い
方
が
良
い
が
、
運
営
状
況
を
理
解
し
て
い
る

の
で
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
は
不
可
欠
で
あ
る
。
我
々
高
齢

者
も
応
分
の
負
担
は
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
へ
の
充
当
に
は
意
見
も
あ
る

が
、
国
の
将
来
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
本
議
案
に
賛

成
と
す
る
。

議
案
第
２9
号

令
和
８
年
度
広
陵
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

反 対

介
護
利
用
料
の
２
割
負
担
対
象
者
の
拡
大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

有
料
化
、
要
介
護
１
・
２
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
介
護
保
険

か
ら
外
し
て
総
合
事
業
に
移
行
す
る
と
い
う
三
大
改
悪
に
沿
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
者
に
よ
っ
て
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
差

が
生
じ
て
お
り
国
家
的
詐
欺
と
の
指
摘
も
あ
る
。

賛 成

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
維

持
す
る
た
め
に
は
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
な
が

ら
、
一
定
の
負
担
を
社
会
全
体
で
分
か
ち
合
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
よ
っ
て
本
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

議
員
提
出
議
案
第
２
号

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
、
全
て
の
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る
速

や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

反 対

今
回
の
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
判
決
を
示
し
た

最
高
裁
判
所
の
判
断
は
重
く
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

承
知
す
る
が
、
本
意
見
書
は
、
判
決
の
対
象
範
囲
を
超
え
、
す

べ
て
の
受
給
者
に
対
し
て
一
律
の
被
害
回
復
措
置
を
求
め
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
本
意
見
書
に
つ
い
て
は
反
対
と
す
る
。

反 対

制
度
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
原
告
と
な
り
得
な
か
っ

た
方
も
い
る
の
で
は
、
と
い
う
公
平
性
の
議
論
も
理
解
す
る
が
、

全
受
給
者
世
帯
へ
の
被
害
回
復
を
断
定
的
に
求
め
る
こ
と
に
は

賛
成
し
か
ね
る
た
め
、
本
議
案
に
反
対
と
す
る
。

賛 成

憲
法
２５
条
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
が
あ
る
。
法
の
下
で
だ
れ
で
も
受
け
る
権
利
の
あ
る
生
活
保

護
だ
が
、
時
の
政
権
に
よ
り
、
不
当
に
保
護
額
が
下
げ
ら
れ
、

厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
で

国
の
間
違
い
が
認
め
ら
れ
、
差
額
の
保
護
費
を
返
す
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
全
保
護
者
に
返
す
の
は
当
然
で
あ
る
。
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総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
１９
号

広
陵
町
情
報
公
開
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ

指
定
管
理
者
に
対
し
文
書
開
示
推

進
の
た
め
、
必
要
措
置
の
指
導
に
努
め

る
と
あ
る
が
、
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
、
こ
の
改
正
で
開
示
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

Ａ

努
力
義
務
に
な
る
。
想
定
資
料
は
、

町
が
実
施
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
係

し
な
い
資
料
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
２１
号

広
陵
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ

「
そ
の
者
の
研
修
計
画
」
と
あ
る

が
、
研
修
を
受
け
な
が
ら
指
導
員
業
務

に
あ
た
る
人
、
個
人
個
人
に
定
め
る
の

か
。
指
導
員
の
人
数
と
、
そ
の
中
の
有

資
格
者
と
み
な
し
な
ど
の
割
合
は
。

Ａ

個
人
個
人
、
み
な
し
と
な
る
条
件

が
異
な
る
の
で
、
個
々
研
修
を
受
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
画
づ
け
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
く
。
指
導

員
１
３
６
人
中
、
支
援
員
有
資
格
者
は

６１
人
、
み
な
し
指
導
員
は
１４
人
、
補
助

員
は
６１
人
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
２３
号

広
陵
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
２４
号

令
和
７
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１３
号
）

Ｑ

多
額
の
減
額
補
正
を
行
っ
て
い
る

が
予
算
計
上
す
る
時
、
積
算
金
額
を
過

大
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

枠
取
り
の
予
算
計
上
で
あ
っ
た
り
、

入
札
に
よ
り
金
額
が
抑
え
ら
れ
た
ケ
ー

ス
、
想
定
よ
り
実
施
数
が
少
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
な
ど
が
要
因
。
財
政
側
と
し
て

は
過
大
な
見
積
も
り
で
は
な
か
っ
た
と

把
握
し
て
い
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
３３
号

第
５
次
広
陵
町
総
合
計

画
中
期
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

Ｑ

今
回
、
各
小
中
学
校
に
空
調
が
設

置
さ
れ
る
が
、
中
央
体
育
館
や
地
域
体

育
館
に
も
と
い
う
要
望
も
あ
る
。
今
後
、

地
域
体
育
館
は
廃
止
し
、
各
小
学
校
体

育
館
の
あ
り
方
や
方
向
性
を
決
定
し
て
、

民
間
開
放
し
て
は
。

Ａ

各
小
学
校
体
育
館
に
空
調
が
設
置

さ
れ
た
ら
、
地
域
に
開
放
し
て
い
く
方

向
で
考
え
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
変
更
は

難
し
い
。
い
ず
れ
は
小
学
校
体
育
館
を

地
域
体
育
館
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

令
和
２２
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生

率
２
．１
０
を
達
成
し
、
令
和
４７
年
ま

で
人
口
３
万
人
を
維
持
す
る
と
将
来
展

望
を
設
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

達
成
す
る
の
か
。

Ａ

第
５
次
総
合
計
画
の
１２
年
間
で

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
お
り
、

転
入
者
を
増
や
す
、
出
生
率
を
上
げ
て

い
く
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
、
す
べ
て

を
達
成
し
て
い
く
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
３４
号

広
陵
町
こ
ど
も
計
画
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ

児
童
館
の
設
置
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
や
、
構
想
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ

新
設
す
る
場
合
、
過
大
な
費
用
が

か
か
る
の
で
、
既
存
の
公
共
施
設
や
民

設
民
営
の
施
設
活
用
を
進
め
た
い
。
場

所
に
つ
い
て
は
、
学
童
の
利
用
状
況
な

ど
を
分
析
し
検
討
し
た
い
。

Ｑ

５
歳
児
健
診
の
受
診
率
の
見
込
み

に
つ
い
て
は
。

Ａ

令
和
９
年
度
開
始
を
目
指
し
、
関

係
課
と
の
支
援
体
制
を
す
り
合
わ
せ
制

度
設
計
を
進
め
て
い
る
。
受
診
率
は

９０
％
以
上
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

　第1回定例会（3月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された10件に
ついて審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内容と結果をお知
らせします。

議
案
第
18
号

広
陵
町
自
治
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
20
号

広
陵
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て

Ｑ

本
年
度
の
税
額
決
定
や
通
知
書
の

発
送
業
務
に
遅
れ
や
支
障
は
生
じ
な
い

の
か
。
ま
た
、
対
象
者
に
ど
の
よ
う
な

周
知
を
行
う
の
か
。

Ａ

令
和
８
年
度
の
改
修
を
も
っ
て
、

新
た
な
通
知
書
の
発
送
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、住
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
保
険
税
の
通

知
書
に
案
内
文
を
同
封
す
る
。
窓
口
で

は
す
で
に
、
制
度
の
趣
旨
等
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ

国
民
健
康
保
険
は
療
養
の
給
付
、

健
康
管
理
す
る
た
め
の
法
律
で
あ
る
の

が
、
子
ど
も
・
子
育
て
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
が
違
う
が
そ
の
点
は
ど
う
か
。

Ａ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
で
、
医
療
保
険
料
と
合
わ
せ
て
拠
出

す
る
と
い
う
制
度
が
令
和
８
年
度
か
ら

創
設
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

Ｑ

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
課
税
額
に
係

る
限
度
額
引
き
上
げ
に
伴
っ
て
、
増
税

に
な
る
人
数
と
金
額
に
つ
い
て
は
。

Ａ

限
度
額
を
超
え
る
世
帯
は
、

１
６
２
世
帯
で
、
２
３
４
万
５
，

０
０
０
円
と
な
る
。
基
礎
課
税
分
は

６
４
万
１
，０
０
０
円
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
１
７
０
万
４
，０
０
０
円

と
な
る
。

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
２２
号

広
陵
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ

介
護
保
険
料
収
入
が
、
い
く
ら
減

少
に
な
る
の
か
。

Ａ

本
町
の
保
険
料
収
入
が
約
７
億
１
，

０
０
０
万
円
程
度
で
あ
る
た
め
、
そ
の

１
％
で
言
う
と
約
７
０
０
万
円
程
度
の

金
額
が
減
収
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ

増
収
に
す
る
部
分
も
あ
る
と
い
う

意
味
な
の
か
。

Ａ

今
回
の
税
制
改
正
の
影
響
が
出
る

と
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
、
影
響
が
な
い
よ
う
に

一
部
改
正
を
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

議
案
第
２５
号

令
和
７
年
度
広
陵
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た

厚
生
建
設
委
員
会

常任委員会も傍聴できます。

13 12



広陵町議会だより　133 号 広陵町議会だより　133 号

　
その後どうなった！？

フリースクール利用料補助が実現

以前取り上げた一般質問等の内容を追求

　令和 6 年 9 月議会においてフリースクール
利用料の補助を要望し、令和 8 年度に事業
化されました。

　不登校のお子さんを持つご家庭では、保護
者が家を離れにくく就労が難しい場合もあり
ます。加えて交通費や利用料の負担も大きく、
利用をためらう状況がありました。

　子どもたちの学びの機会が家庭の経済状
況に左右されないよう提案し、実現できたこ
とを大変嬉しく思います。

ムムムムッッ!!!!

一 般
質問

広陵町議 会

議長

谷
た に

　禎
よ し

 一
か ず

3 月 10 日、11 日及び 12 日に一
般質問を行いました。
質問内容及び答弁内容については、
紙面の都合上、要約掲載となってお
りますので、詳細につきましてはイ
ンターネット中継、または会議録を
ご覧ください。

※会議録は、6月上旬に役場及び町施設の
サービスカウンターに配置し、町ホームペー
ジにも掲載する予定です。

議会詳細はこちら
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小原

平日のこどもの居場所について
小原

部活の外部委託研修は進んだか
坂口

特別な支援が必要な部活受入は
坂口

教育支援センターの成果は
坂口

「制服バンク」の事業化について
吉村

入学時の負担軽減を
山田

教育

防災予見情報の通報
八尾

避難所運営・医療体制について
吉村

防災対策の再確認と実効性向上
河野

防災

障がい者居住拡充と緊急保護
谷内

身寄なし世帯終活支援と権利擁護
谷内

精神障がい者施策拡充
谷内

重層的支援体制の取組について
笹井

障がい者支援施策について
笹井

緊急通報装置を課税世帯に拡充を
山田

福祉

今回の定例会傍聴者数は

のべ 1515人

ご視聴いただき
ありがとうございました

傍聴
人数

HP
閲覧者数

（１月 1日～３月 3１日）
7,7127,712 人

自衛隊への情報漏洩
八尾

空調設置と施設の老朽化
吉村

農家の担い手不足への対策は
山田

その他

住民参画とパブコメ体験機会創出
小西

「なりわい」について
小原

基本目標の具体的施策
岡本

自治基本条例の具現化に向けて
岡本

中和幹線周辺の工場誘致について
坂野

高田斑鳩線寺戸区の東側に側道を
青木

桜井田原本王寺線の未着手の整備
青木

くつした博物館の現状は
吉川

政治参加をどう高めるか
吉川

まちづくり

小こ

に

し西 

栄さ

か

え枝

問 ❶令和 7年度当初の教員欠員数と
補充状況、また管理職が担任を兼

務している学級の状況は。
❷担任不在が続くことで生じる子どもたち
の不安や学校生活、学習環境への影響は。
❸教員不足解消のため、県任せにせず、民
間の教員求人ツールの活用など、町として
主体的な人材確保策を講じるべきでは。

答 教育長：❶ 4月当初は7校中 4 校で
5 名の欠員があったが、年度途中に

順次補充し、最終的に解消した。しかし産休・
育休などによる年度途中の欠員は補充が困
難な状況である。
一部では教頭など管理職が担任業務を兼務
し、学校運営を支えている。
❷担任の長期不在は児童生徒に不安や戸惑
いを生じさせ、保護者の不安も大きいと認
識している。
❸今後も様々な方法を検討しながら人材確
保に取り組んでいく。

安心して学べる教育環境へ
教育

問 ❶猛暑により公園が使いにくい中、
予約不要・無料で子どもが自由に体

を動かせる屋内施設が町内にあるのか。
❷子どもが思い立った時に利用できるよう、
体育館の無料開放デーを導入しては。
❸学校体育館にエアコン設置後は、子ど
もたちの運動の場や学童、地域利用として
活用すべきである。鍵の受け渡しの負担を
解消するためスマートロック導入を検討す
べきでは。

答 教育長：❶現在その条件を満たす施
設は町内にない。空調のある中央体

育館の格技場などについて、子どもの居場所
として活用できるか調査していく。
❷体育館の平日利用は少ないため、曜日や
時間を決めた開放の可能性を検討している。
夏までに実施できるよう検討を進めたい。
❸学校体育館の空調整備後は子どもや学童
の利用も含めた地域開放の可能性を検討し
ていく。一方で施設管理や事故時の責任な
どの課題があるため管理体制の整理を含め
検討を進める。

子どもの屋内運動の場
教育

問 パブリックコメント制度を分かりや
すくするため、動画による説明や体

験講座など住民が学べる機会を設けては。

答 理事者：動画による説明などの工夫を
検討するとともに、講座や説明の場

など様々な機会を活用し住民参画を促進し
ていく。

住民参画とパブコメ体験機会創出
まちづくり

教
員
不
足
ど
う
解
決

教
育
長
ー
不
足
解
消
へ
努
力

▲�自治基本条例推進会議でパブックコメントについて協議

▲�学びの機会を家庭の事情で諦めさ
せないための提案(令和6年9月)

教育
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一般質問する前に一言もの申す！

役場職員の仕事改善を

一般質問として取り上げるに至った経緯

　住民からの通報や相談は、事故発生の防止につながる。役場職員の仕事の

仕方を改善してほしい。

　役場職員の「この話なら自治会（大字）から言うてもらわなあきませんな」

との対応が発生して住民から相談にあずかりました。「自治会に気を使わない

といけなくなる」とも相談者は述べておられる。もっと風通しのよい役場であっ

てほしいと思う。「ええこと聞いた。会議待ちにならずに課長に相談してみよっ

と」というぐらいであってほしいと思います。

ムムムムッッ!!!!

その後どうなった！？

町内ＰＲ看板と箸尾駅案内看板

以前取り上げた一般質問等の内容を追求

　町内のＰＲ看板は老朽化が進み、「かぐや姫の町」として、ＰＲされているに
も関わらず「かぐや姫」の表示もほとんど消えている状況であったため、ＰＲ
看板は町の“顔”とも言えるものであることから、早急な更新が必要ではない
かと考え、令和７年７月議会で一般質問を行いました。その結果、新年度予算
にＰＲ看板の更新費用が計上されたこと
に感謝しています。一方で、町唯一の駅
である箸尾駅への案内看板については、
現在も設置が検討中とのことであり、利
用者の利便性向上のためにも、早期の設
置を引き続き求めていきます。

ムムムムッッ!!!!

教育

公
民
館
建
て
替
え
に
向
け
て

町
長
ー
「
住
民
対
話
で
明
日
を
つ
く
る
」
方
針

問 平成18 年にそれまで原則公開であっ
た住民基本台帳が原則非公開に改定

され、個人情報保護法でも同様の措置がと
られている。自衛隊法や同施行令でも情報
開示の規定は定められていない。町は本人や
家族の了解もないのに閣議決定された通達
を根拠に18 歳と22 歳の個人4情報を紙
媒体で自衛隊に提供しているが違法行為で
はないか。

答 町長：個人情報保護法・自衛隊法や同
施行令でも情報開示の規定は定めら

れていないとの指摘はその通りだ。町は法
令設定の趣旨に鑑み情報提供している。裁
判 の 進 行
に も 関 心
をもってい
る。

問 災害発生の心配があり町に通報した
のに「自治会を通せ」との対応があっ

た。自治会と協議が必要ならば町が自治会
に申し入れたらよいことだ。

答 町長：その通り受け止めたい。

自衛隊への情報漏洩
その他

防災予見情報の通報
防災

問 令和 4 年 2月「広陵町の公民館建て
替え及び文化芸術の振興のあり方検

討委員会」が答申をまとめ、地方自治体に

おける公民館活動を正しく位置づけ、建て替

えに当たっては「提案する適切な機関の設置」

を要望した。

　同年 8月の臨時会で、これらの調査のた

めに300万円の補正予算が承認されたが、

委託を受けた東洋大学PPP 研究センターは

「公民館は施設自体に公共性はない」として

貸館のコスト管理を念頭にしたトンチンカン

な報告を行った。

　町は、令和 8 年度予算で 3億円を投じ、

はしお元気村やグリーンパレスの改修を目論

み公民館を令和 9 年11月で閉鎖する計画

だが、建て替えには程遠い。あり方検討委

員会が求める「適切な機関」をすみやかに設

置して対応を改めてほしい。

答 町長：指摘の予算措置と公共施設マ
ネジメント課を4月に設置する以外

議会に報告すべき内容は決めていない。「住

民対話で明日をつくる」方針に変更はない。

中央公民館建て替え
教育

八や

つ

お尾 

春は

る

お雄

小こ

原は
ら 

薫
か
お
る

問 休日だけでなく、平日も地域展開をさ
れる地域もあると聞いているが本町は。

答 教育長：休日の動向を見ながら、平日
の活動も検討し、段階的に移行でき

るよう準備を進めていく。

問 平日で部活動をしている生徒と、し
ていない生徒が地域展開で同じ活

動をすることになった場合の対策は。

答 教育長：学校と
地域クラブの

連携により、練習内
容や年間計画を共有
し、平日・休日の活動
が断絶しないように
調整していく。

中学校部活動地域展開について
教育

問 放課後子ども育成教室以外の平日の
「こどもの居場所」として、地域の

公民館等の利用はできないか。

答 教育長：「こども計画」で基本目標等
に記載しているが、平日の常時開設

での人材確保や安全管理など運営上の課題
があるため、整理・検討を行う。

問 地域の理解を得て一定の補助を出し
て運営することが望ましいと思うが。

答 理事者：こどもの居場所をツールとし
て地域コミュニティ構築につなげるよ

う計画を進めていく。

平日のこどもの居場所について
教育

問 「なりわい」の運営実績と今後の方
向性について

答 町長：「地域まるごと商品化」を目指
す地域商社として役割を担うことで、

一定の利益を得て事業展開をされたい。

問 「なりわい」を町産業の中核機関とし
て位置付くのか、それとも役割や体制

の見直しを検討していくのか、町の方向性は。

答 町長：地域経済活性化に資する事業
に取り組み、運営資金は自ら稼ぐ経

済的自立の達成に向けた取り組みを見守る。

「なりわい」について
まちづくり

中
学
校
部
活
動
地
域
展
開

教
育
長
ー
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
体
制
整
備
に
努
め
る

管理職の役割の明確化と�
人事評価の活用について

その他の質問

教育
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一般質問する前に一言もの申す！

親なき後・高齢者・障がい者支援

一般質問として取り上げるに至った経緯

　真美ヶ丘の初期入居世代の高齢化や旧村部の独居高齢者の孤立が進む中、
特に「8050 問題」は地域の喫緊の課題です。現在は家族の自助努力という
危ういバランスの上にあり、親の急病が即座に家庭崩壊を招きかねない状況
にあります。4 月から本格導入される「重層的支援体制整備事業」の真の成
功は、制度の狭間にいる人々が「見捨て
られない」と実感できるかにかかってい
ます。行政が「親なき後」の重責を分担
するセーフティネットを構築し、医療支援
や就労を通じた社会参加を包括的に進め
ることで、絶望を「地域共生」の希望へ
変えるべきと考え、本質問に至りました。

ムムムムッッ!!!!

一般質問する前に一言もの申す！

部活の外部委託の準備は

一般質問として取り上げるに至った経緯

　中学校の部活を外部委託するとのことですが、奈良市では教育委員会が部

活動指導員を雇用し、学校長の管理の元で教員が行っていた部活を指導員

が行うために、指導する責任範囲がハッキリしています。部活は教育の一環

の元に行うものでありますが、広陵町の計画では外部のスポーツクラブの管

理の下で、文化活動まで含めて委託し、クラブに指導する人がいなければ中

止するとの保護者説明があり、不安の声が届けられました。準備体制は万全

でしょうか？

ムムムムッッ!!!!

谷た
に
う
ち内 

和か
ず

あ
き昭

問 障がい者の「親亡き後」の住まいと
してグループホームの拡充が急務。

民間参入を促す独自の開設補助を検討す
べきではないか。緊急一時保護体制の具
体的な構築方針について問う。

答 町長：民間事業者が参入しやすいよう、
国・県・町の補助活用や情報提供し

開設環境整備に努める。「あんしんシート」
による事前登録を推進し、緊急時にスムーズ
な支援ができる体制整備を進める。

障がい者居住拡充と緊急保護
福祉

問 軽度・中等度の精神障がい者の受
診抑制を防ぐため、町独自の医療

費助成や通院費補助を検討すべき。また、

障がい者の社会参画と工賃向上に向け、

庁舎管理等の業務において施設への優先

発注を問う。

答 町長：医療費助成は財政への影響を

慎重に検証し、県の動向を注視しつ

つ総合的に研究する。優先調達については、

一括管理委託の中でも施設が役務を担える

よう発注内容を工夫し、就労機会の確保に

積極的に努める。

精神障がい者施策拡充
福祉

問 身元保証人がいない高齢者の不安
解消に向け、本人の意思や葬儀等

の情報を事前登録し、緊急時に活用する「終
活登録制度」を導入及び成年後見制度の
利用を推進するため、報酬助成の対象を
低所得の一般世帯まで拡充を問う。

答 町長：終活登録は、元気なうちからの
意思表示と認識しており、他自治体

の事例を研究しつつ、既存施策との整合性
を踏まえ検討する。報酬助成について支援
が必要な方へ届くよう、公平性の観点から
慎重に検討する。

身寄なし世帯終活支援と権利擁護
福祉

福祉

地
域
で
支
え
る
「
親
亡
き
後
」
の
安
心

町
長
ー
安
心
シ
ー
ト
で
緊
急
体
制
を
構
築
す
る

坂さ
か
ぐ
ち口 

友と
も
よ
し良

問 部活は学校教育の一環として行うも
のであり、県のガイドラインにも一定

の資格や免許等が求められている。町の地
域クラブ指導候補者の資格類は揃っている
のか。また指導員は部活動指導員（２０１７
年学校教育法施行規則）になるのか。なら
なければ部活の担保はどこに求めるのか。

答 教育長：地域の団体が主体となって運
営する社会教育活動という位置づけ

になる。人材バンクは登録いただいた方か
ら適任者にお願いする。学校での部活と差
異が生じないよう研修会を行う。

部活の外部委託研修は進んだか
教育

問 別室登校体制が取れ、成果が出てき
たと思う。しかし、不登校になる要因

はすべて異なり、解決には長い年月が必要で
日々、試行錯誤である。行政が別室を作った
ので不登校はゼロになったと期待するが、成
果はどうか。

答 教育長：現在、各小学校で２、３人中
学では５人から１０人が別室登校して

いる。不登校の要因は個々異なり、長期的
で多角的な対応が不可欠であり、訪問支援
やスクールカウンセラー等による包括的な取
組に力を入れていく。

教育支援センターの成果は
教育

問 インクルーシブ教育の一環として集団
活動やコミュニケーションなどの教育

的効果で学校部活に保護者は安心して参加
できる。
委託先にも特別支援教育の一環として受入
れ体制もできているのか。現実的にはどのよ
うな準備体制が進んでいるのか。

答 教育長：文部科学省の方針においても
地域クラブ活動においても生徒の特

性に応じた合理的配慮を行うことが求めら
れている。必要な配慮、障がい特性や安全
確保、教員と地域クラブとの合同研修などし
ていく。

特別な支援が必要な部活受入は
教育

部
活
の
外
部
委
託
の
研
修
は

教
育
長
ー
専
門
的
な
知
識
や
経
験
者
に
依
願
す
る

教育
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気になる議案あれこれ！

広陵町こども計画を定める

定例会において、注目した議案を私見を含めて紹介

　定例会で注目した議案は「広陵町こども計画」です。本計画は「こどもた
ちとつくる 地域の未来」を理念に掲げ、従来の保護者支援から対象を広げ、
こどもや若者を権利の主体として町全体で支える総合的な施策です。
特に、ワークショップ等でこども自
身の声を直接聴き、計画に反映した
点を高く評価します。これを一過性
で終わらせず、こどもたちのリアル
な声が常に町政へ届く環境が定着し
てほしいと感じました。全てのこど
もが自分らしく輝ける広陵町の実現
を強く期待しています。

ムムムムッッ!!!!

その後どうなった！？

文化財の保存と活用

以前取り上げた一般質問等の内容を追求

　令和７年９月定例会で行った一般質問の中で、文化
財の観光資源としての位置付けの質問をした際に、文
化財の看板の文字が消えていて読めないものがあるの
で取り替えてもらえないでしょうか、とお伝えしました。

　きっかけは文化財ガイドの新人研修で牧野古墳を訪
れた時に、説明看板の一部の文字が全く読めなかった
からです。

　令和８年度予算の中に「町内遺跡説明看板付替工事」
の文字を見つけたときは、驚きとともに対応いただけ
ることを非常に嬉しく思いました。

ムムムムッッ!!!!

問 災害時、確実に機能する形に近づける
ための確認と提案をする。

❶各地区にあるコンテナ型防災倉庫の躯体確認を。
❷各地区自主防災組織の簡易無線保有状況は。
❸現在の防災無線は、2029年５月末にサー
ビス終了するが、後継検討状況は。
❹平成２９年１月策定「広陵町避難所基本計
画」は、感染症対策を考慮した人数に変更、
もしくは併記願いたい。
❺「広陵町住宅耐震プロジェクト２０２５」耐
震診断補助事業等の令和７年度実施件数は。
❻「防災センター」や「防災機能をもたせる」
の本町解釈は。
❼聴覚障がい者に対する災害時対応を、平時
からどう考えているか。

吉よ
し
む
ら村 

眞ま

ゆ

み

弓
美

問 以前から提案している学生服リユー
スについて、進捗状況を伺う。

答 理事者：令和 8 年度より学校、PTA、
社会福祉協議会の連携による「制服

バンク」を開始する。広陵中学校では今春

の卒業生より寄贈を募り、令和 9 年度の新

入学生とのマッチングを目指す。新デザイン

制服の導入時期の違いから、真美ケ丘中学

校は来春の卒業生より寄贈の受付を開始す

る予定。利便性向上のため QRコードによ

る案内や、スマホでの在庫確認等、簡易な

システムの導入を検討する。中学校での安

定運用後、成長による買い替え需要が高い

小学校への展開を目指す。

「制服バンク」の事業化について
教育

問 発災直後、外部からの医療支援が到
着するまでの「空白の時間」における

命を守る体制が不十分である。保健衛生班
への専門職（医師・看護師・薬剤師等）の事
前登録や、災害用医療セットの各避難所へ
の配備、学校保健室の緊急時使用協定を整
備すべきではないか。

答 理事者：まずは、町の医師会や薬剤
師会などとも災害時の医療につい

て協議の場を設ける。
医療セットの事前配備は、医薬品の品質管
理や法規制の観点から困難だが、県全体
で進められている「地域災害薬事コーディ
ネーター」の仕組みも勘案しつつ、町内の
薬局に必要な医薬品を多めにストックして
もらう仕組み等を協議していく。学校の保
健室の利用については、平常時の管理上の
問題（個人情報保護など）はあるものの緊
急時には当然開放すべきと考えている。

避難所運営・医療体制について
防災

問 築 50 年超の体育館への空調設置
は、将来の建替計画と整合しているか。

答 理事者：当面は使用可能。予算内で
断熱対策を実施し、災害用バルク

タンク設置も検討する。

空調設置と施設の老朽化
その他
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防災
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答 町長：❶令和 4 年度から資機材等修
繕事業の補助金を要綱に追加。躯体

確認については申し出を受け、実情に応じ
柔軟な対応を検討する。
❷令和８年２月末現在、自主防災組織４２
団体のうち、３３団体が保有している。
❸令和 8 年度中の方針決定を目指し、調査・
研究中である。
❹奈良県第 3次地震被害想定調査の結果を
基に、今後修正する。
❺耐震診断補助（旧耐震診断基準の木造が
対象）、耐震改修工事補助ともに0件。ブロッ
ク塀等撤去一部補助は1件。
❻「防災センター」は、災害対策本部となる
こと、「防災機能をもたせる」は、災害時、
住民の方々に安全で安心な設備等の環境を
充実させること、と認識している。
❼避難所等で考えられる配慮と手話講座等
を推進していく。

理事者：❶躯体確認については、自主防災
組織から担当課に申し出あれば、実施協力
する。

防災対策の再確認と実効性向上
防災

学校保護者の声の共有について

その他の質問

▲�防災行政無線のスピーカー（西谷公園）
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その後どうなった！？

放課後子ども育成教室の動向

以前取り上げた一般質問等の内容を追求

　放課後子ども育成教室は、民間への委託が進んでいる。その内容については、

町の子ども育成に関する指針に沿って、内容が改悪にならないように取り組ん

でいる。だが、待機児童は減少せず、保護者の働き方にも影響を及ぼしてい

る現状がある。保護者や子どもの声だ

けではなく、指導員の声にもしっかり真

摯に向き合い、保護者が安心して、かつ

子どもが楽しく、指導員もいきいきと働

ける育成教室になるように取り組んでも

らいたい。

ムムムムッッ!!!!

気になる議案あれこれ！

「大転職時代」における労務管理

定例会において、注目した議案を私見を含めて紹介

　近年の転職現象は、キャリアアップや働き方改善のための「前向きな選択」

として一般化している。こうした労務管理にあっては、従来の事務的な「管理」

に留まらず、法令遵守を前提としつつ、個々の職員の能力を最大限に引き出す

ための働きやすい環境づくりを推進する役割が求められている。

ムムムムッッ!!!!

岡お
か
も
と本 

晃て
る
た
か隆

問 ❶基本目標Ⅰの具体的な取り組みは、
町が推進する重層的支援体制の構築

があてはまるのか
❷観光事業の取り組みについて
❸箸尾駅周辺についての現状と課題に関す
る、この地域の開発の進捗状況について

答 町長：❶高齢者中心の地域包括ケア
の取り組みは、重層的支援体制整備

事業と相互に連携・補完をしながら進めてい
くものと認識している。
❷広域的な連携のもと取り組むことで、より
効果的な本町の魅力発信につながるものと
考えている。今後も、各協議会と共に面的
な観光施策に取り組んでいく。
❸旧来の商店が多い箸尾駅周辺は、地域外
への購買力の流出、経営者の高齢化及び後
継者不足等により商業機能の低下が顕在化
していることが課題となっている。町の方針
といたしましては、都市計画道路の箸尾駅
前線の整備と併せ、住民にとって身近な生
活利便施設を誘致することで、箸尾駅を中
心とした賑わい拠点の形成を目指していく。

基本目標の具体的施策
まちづくり

問 町と町民相互の情報共有と町ホーム
ページの改善に向けた取り組みにつ

いて

答 町長：情報共有は、行政側の説明の
仕方や、活動団体の目的等の相互理

解が必要である。
　情報共有の具体例として、地域活動・住民
活動の推進を図るためのネットワークを広げ
るシンポジウムの開催や、「広陵町まちづく
り提案事業完了報告会」の開催を行った。
今後も、このような意見交換等の場の創出
が必要と考えている。
　ホームページについては、今後、町及び町
民の活動内容の目的や思いの情報共有に向
けて、どのような活動を取り扱うのか、どの
ようなニーズがあるのかも含め、しっかり共
有できるような仕組みを検討していく。

自治基本条例の具現化に向けて
まちづくり

まちづくり

総
合
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を
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問 重層的支援体制の全体像としては、
包括的相談事業に加え、アウトリー

チ等を通じた継続的支援事業、参加支援事
業、多機関協働事業、重層的支援会議、そ
の他地域づくり事業がある。
これらの支援を一体的にどのように実施され
ようとしているのか。

答 町長：重層事業は、人と人、または 
事業と事業の重ね合わせ、既存の社

会資源を適切に活用していくための体制整
備である。
支援を必要とされる方は、それぞれに抱えて
おられる課題が異なることから、まずは丁
寧なヒアリング、アセスメントを行い、どの
ような支援が必要なのかを聴き取る必要が
ある。
その上で複合的な課題により、単独の部署
で解決が困難な場合、個別支援会議または
重層的支援会議で協議し、支援プランを検
討することとなる。
こうしたことから、行政内部の縦割りの解消、
官民の横断的連携など、重層事業を通じて
一体的に進める。

問 障がい者計画に基づき「共生社会に
実現」を基本理念として、各種施策

の取組成果と課題について問う。

答 町長：障がい者施策推進協議会での
計画策定時においても、「親亡き後」

を見据えた支援体制を構築することが急務
であるとの意見を受け、「地域生活支援拠点
等事業」を展開すべく、町内の事業所協力
のもと、令和 8 年度から事業を実施する運
びとなっている。
利用者ニーズの把握については、直接的な
対話が必要不可欠と考え、面談やアンケート
調査を通じて意見を聴取することで実効性
のある施策を展開できるものと考えている。
地域の福祉サービス提供者や計画相談支援
担当者とも連携も重要であると認識しており
意見交換の場として3 箇月ごとに連絡会を
開催し、実情に即したニーズ把握に努めてい
る。
さらに、関係団体により構成する障がい者
自立支援協議会を通じて、必要な支援内容
や供給量等についての意見を踏まえ、支援
の充実に取り組んでいる。

障がい者支援施策について
福祉

重
層
的
支
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体
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業
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重層的支援体制の取組について
福祉

福祉

職員の労務管理について

その他の質問
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気になる議案あれこれ！

施政方針について思うこと

定例会において、注目した議案を私見を含めて紹介

　新年度に向けた施政方針について、町長及び教育長から説明がありました。 
基本姿勢は緊縮財政で取り組まれると感じました。

　私の記憶では、過去２回財政悪化が進み、財政立て直しに時間を要した時
代がありました。

　将来の大きな支出も把握され、バランスの取れた町政運営を進めていた
だけると確信致しました。

ムムムムッッ!!!!

一般質問する前に一言もの申す！

制服等の新入学学用品に支援を

一般質問として取り上げるに至った経緯

　新入学時の制服代や諸費用が家計を圧迫していると保護者から要望がたく
さん上がってきています。

　香芝市のように、制服代支援に取り組む市町村が出てきているのだから、
町も支援に取り組むべきだと思い、一般質問で取り上げるに至りました。

ムムムムッッ!!!!
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まちづくり

問 民間による新規工場誘致が徐々に実
現しつつあるが、農用地解除規制強

化により鈍化が見られる状況である。今後の
誘致に向けての行政施策は。

❶将来に向けた地区計画案について、１２ｍ
道路計画を見直してはどうか。
❷農用地除外の担保性について、不透明な
状態であり銀行も消極的なマインドに入って
いる。担当課の認識は。
❸大塚共同墓地北側押しボタン信号機の移
設計画の進展は。
❹開発地の道路セットバック分を１２ｍと想
定し、開発許可申請されている。
行政指導では拡幅道路工事を町負担で行う
とされているが予算がないという理由で先延
ばしされている。対策はどうか。

中和幹線周辺の工場誘致について
まちづくり

答 町長：❶１２ｍ道路は白紙に戻し、各
進出予定企業へ説明を行っており、

９ｍ道路計画で理解されている。
❷法改正により農地の確保、適正利用に係
る措置の強化が進み、農用地除外、農地転
用手続きは厳格化されている。
しかし、大塚地区中和幹線周辺は本町の都
市計画マスタープランにおいて、地域産業立
地地区として位置付けられ、企業誘致ゾーン
の産業集積拠点として設定している地域で
ある。企業誘致の場合、農用地除外を始め
とする諸課題について、町全体を勘案して農
業、産業、開発等関係部局と密に情報共有
しながら事業推進しているところ。
❸墓地北側の大塚西交差点の信号機移設計
画は、警察協議で、隣接する県道大和高田
斑鳩線と中和幹線との交差点の信号機との
距離が近いことから、西側に移設できない
かとの打診があった。
県道路管理者との協議において、渋滞解消
に寄与することから移設について了承され
た。
❹拡幅工事は、既に進出企業が決定してい
る区間の中で、先行して道路整備が可能と
考えられる個所については企業と協議しなが
ら着手していきたい。

山や

ま

だ田 

美み

つ

よ

津
代

問 ５年後にはお米を作る方が激減する

と予想される。国が所得補償をして

担い手確保するべきだが、国は無策。国が

やらないなら町が全国から新規移住者を募り、

高齢化が進んでいる地域の空き家を改修な

どして移り住んで農業を営んでいただき、町

が所得補償をする計画を提案する。

答 理事者：担い手不足は全国的な課題。

国の新規就農者支援などの補助の活

用を図る。農業塾も11年間で 7名が地域

で活躍中。水稲栽培は専門的な知識と経験

と農地が必要。

地域計画を立て地元農業者と協議を行い、

適切な対応を行っていく。

農家の担い手不足への対策は
その他

問 小中学校入学時には１０万円以上かか

り、主には制服代が負担である。香

芝市では小学校２万円、中学校４万円の制

服代の補助がある。

広陵町も同様に、子育て世代の負担軽減を

図るべきでは。

答 理事者：本町は就学援助費の入学前

支給を行い、家計の負担軽減につな

げている。

１月からは給食費無償化を行い、香芝市と

は違う子育て支援を実施している。

入学時の負担軽減を
教育

問 この装置は高齢者の一人暮らしが増え

てきているため、孤独死を防ぐ有効

な手段である。

香芝市や他市町村のように、課税世帯にも

設置できるよう予算を取って拡充すべき。

また、知らない高齢者も多いので周知も図る

手立てを。

緊急通報装置を課税世帯に拡充を
福祉

５
年
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の
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その他

答 理事者：現在の設置状況は固定型２７

名、携帯型４名。
他の自治体で課税世帯にも一定の自己負担
で設置が可能とされているが、事業目的や
財政状況他の施策との均衡を考慮して、非
課税世帯のみとしている。高齢者の見守りは
これだけではなくセンサーなどの選択肢もあ
る。
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一般質問する前に一言もの申す！

広陵町の根幹は靴下産業である

一般質問として取り上げるに至った経緯

　近年、ストロベリータウン広陵の取り組みなどにより、古都華をはじめと
した“いちごのまち”としてのイメージが強まりつつあります。これは大変喜
ばしいことである一方、広陵町の発展を長年支えてきた根幹産業は靴下産業
であります。日本有数の産地として築いてきた歴史や技術、誇りを後世へ継
承していくことは極めて重要です。

　地域ブランドの多様化を進める中にお
いても、その原点をおろそかにしてはな
らないとの思いから、くつした博物館の
在り方について一般質問として取り上げ
るに至りました。

ムムムムッッ!!!!

その後どうなった！？

質問に対する取り組みの報告を

以前取り上げた一般質問等の内容を追求

今回私が行った一般質問、質問事項１「大和高田斑鳩線寺戸区内東の側道」

については１０年前、質問事項２「桜井田原本王寺線の未着手道路」につい

ては４年前に取り上げています。

質問事項１については、過去に交通事故が起こった経緯から安全性を最優

先してもらいたいという願いを込めて、質問事項２については、箸尾準工の

建設により、寺戸区内の活性化や交通アクセスの良さを期待し、取り上げる

に至りました。

これらの事業は、計画が上がってから長年が経過しているため、事業の取

り組みの有無や状況について適時に報告を願いたいところです。

ムムムムッッ!!!!

青あ

お

き木 

義よ

し

か

つ勝

町
及
び
周
辺
の
安
全
な
活
性
化

町
長
ー
県
当
局
と
協
同
で
事
業
を
推
進
す
る

まちづくり

問 １０年前の再質問である。県道西側
の進入路高田行きは安全確認が困難

であるため危険で、安全な東側に進入路設
置は住民の永年の切望である。当時の答弁
で進入早期実施要望中とあったが、未だ未
整備である。
県当局の情報では、当初の計画の実施を協
議中である。
また、量販店の出店計画もあるため以下を
問う。
❶計画現況及び課題
❷本町が県当局に協力すべき事業等
❸完成目標年度

答 町長：❶用地買収は約５０％が完了し、
残り３００㎡が必要である。県と共に

地権者と交渉中。
❷移設補償の算定、地権者との交渉の協力
及び代替地交渉の協力。
❸補償交渉の成立から約１年間の工期で終
了予定。

高田斑鳩線寺戸区の東側に側道を
まちづくり

問 ４年前の質問の確認だが、大和高
田斑鳩線と給油所前とのＴ字交差
点から馬見丘陵公園北エリアに接

続する寺戸区内の未着手区間の道路につ
いて質問する。この改善で、①大野コンビ
ニ前の五叉路の渋滞解消、②寺戸区内の
農業振興ゾーンでの「いちご」の特産化、
③花讃道、④馬見丘陵公園、竹取公園の
観光促進、⑤箸尾工業団地の経済効果が
期待できる。工事完成後は北側に企業立
地も可能となり、町及び周辺が活性化する
には完成が不可欠である。
❶計画の現況及び課題
❷�完成の地元住民等の県当局への要望行
動等

❸完成の目標年度

答 町長：❶県は西向きの拡幅整備で交
通機能確保との見解だが、町として

バイパスの整備での経済効果を示していく。
❷地元の同意を得ることのメリットは地域
産業立地区に指定され、寺戸区も活性化
する。
南側及び北側とも、活性化の期待値は大き
いと説明し、同意に努め、具体的計画は県
当局と協議。町も先行整備に取り組む。
❸早期に合意形成を図り、事業化を要望す
る。実施中の中南線との調整を経て、令和
11年以降の着手見込みである。

桜井田原本王寺線の未着手の整備
まちづくり

吉よ
し
 
か
わ川 

司つ
か
さ

問 基幹産業である靴下の発信拠点「くつ
した博物館」について、設置目的と

現状の役割、来館者数や販売実績、産業へ
の波及効果を確認するとともに、体験型観
光や情報発信強化など今後のブランド戦略
を問う。

答 町長：同施設は靴下産業の歴史や技
術力、品質の高さを発信する拠点と

して整備され、現在は販売機能も併せ持つ
施設として運営している。来館者数や販売
実績については一定の成果が見られるが、ブ
ランド力向上に向けた更なる取り組みが必要
と認識している。今後は多言語対応や体験
型コンテンツの充実、ＳＮＳ等による情報発
信強化、産業観光との連携など総合的なブ
ランド施策を進め、産業振興につなげてい
く。

くつした博物館の現状は
まちづくり

問 国政選挙では高い投票率となる一方
町長選挙や町議選では低水準にとど

まっている状況について要因分析を求めた。
また、町が掲げる「住民対話」が政治参加、�
とりわけ投票行動へどのようにつながるのか
若年層への具体的な取り組みについて問う。

答 町長：選挙ごとの争点の違いや選挙
期間、報道量など複合的な要因が投

票率に影響していると認識している。「住民
対話」を通じて町政を身近に感じてもらうこ
とが政治参加の第一歩であり、説明会やワ
ークショップなど対話機会の充実を図ってい
く。また、主権者教育の推進や期日前投票
の周知など投票しやすい環境整備を進め、
若年層を含め幅広い世代の参画促進に努め
る。

政治参加をどう高めるか
まちづくり

まちづくり

く
つ
し
た
の
町
の
発
信
力
強
化
を

町
長
ー
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
総
合
施
策
を
推
進
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広
陵
町
議
会
だ
よ
り

N
o.1
3
3

3
月
定
例
会
令
和
８
年
5
月
１
日

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　吉
村
　眞
弓
美

副
委
員
長
　八
尾
　春
雄

委
　
　員
　河
野
　伊
津
美

委
　
　員
　小
原
　薫

委
　
　員
　坂
口
　友
良

委
　
　員
　小
西
　栄
枝

　桜
の
季
節
も
終
わ
り
を
告
げ
、
新
緑
の

季
節
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　３
月
定
例
会
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
中

期
基
本
計
画
、
こ
ど
も
計
画
が
可
決
さ
れ
、

４
月
か
ら
庁
内
大
幅
に
機
構
改
革
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
計
画
の
進
捗
に
も
注
視
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　議
会
も
、
４
月
に
議
長
改
選
、
委
員
会
再

編
が
あ
り
、
少
し
新
し
い
気
持
ち
で
任
期
の

３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
広
報
編
集
委
員

も
今
回
号
を
最
後
に
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
代
わ

り
ま
す
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、大
き
く
変
わ
っ

た
紙
面
は
、
一
般
質
問
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

皆
様
に
見
や
す
く
、
伝
わ
り
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
幸
い
で
す
。

　こ
の
１
年
、
取
材
や
撮
影
な
ど
、
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
様
に
伝
わ
る
、
読
ん
で
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕
章を着用した議員または事
務局員が写真撮影に伺うこ
とがございます。その際
は、どうかご理解とご協力
をお願いいたします。

広報編集委員の
お気に入りの写真

▲ 真美ケ丘中学校入学式

▲ 馬見丘陵公園

・
２
月

6
日

　議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
臨
時
会

議
会
報
告
会
（
総
務
文
教
委
員
会
）

16
日
　議
会
報
告
会
（
厚
生
建
設
委
員
会
）

19
日

　全
員
協
議
会

26
日

　議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
長
会

議
員
懇
談
会

国
保
病
院
組
合
議
会

・
３
月

5
日

　第
１
回
定
例
会
（
初
日
）

10
日

　第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

11
日

　第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

12
日

　第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

13
日

　県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

16
日

　総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

17
・
18
日

　予
算
審
査
特
別
委
員
会

25
日

　議
会
運
営
委
員
会

第
１
回
定
例
会
（
最
終
日
）

・
4
月

３
日

　第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

10
日

　第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

15
日

　議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
臨
時
会

17
日

　第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

議
会
日
誌
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